
高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
五
十
嵐
市
長
に
き
く

高
規
格
幹
線
道
路
は
地
域
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
道
路

ヽ

政
府
は
、
6
月
3
0
日
の
閣
議
で

先
に
国
土
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ

た
国
土
庁
の
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
（
四
全
総
）
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
2

1
世
紀
を

目
標
と
し
た
同
計
画
が
実
質
的
に

始
動
す
る
こ
と
に
在
り
ま
す
が
、

そ
の
四
全
総
の
中
に
、
深
川
～
留

萌
間
高
規
格
幹
線
道
路
5

0
キ
ロ
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
6
0
年
度
か
ら
官
民
一

体
と
在
っ
て
数
多
く
の
陳
情
活
動

を
行
っ
て
き
た
深
川
～
留
萌
間
高

規
格
幹
線
道
路
と
は
、
ど
う
ゆ
う

道
路
を
の
か
。
そ
し
て
、
市
民
生

活
に
、
ど
う
影
響
す
る
の
か
市
長

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆

－
高
規
格
幹
線
道
路
（
以
下
＝

高
規
格
道
路
）
と
は
、
ど
う
ゆ
う

道
路
を
の
で
す
か
。

ま
ず
、
今
回
の
閣
議
決
定
に
よ

り
、
市
民
は
も
と
よ
り
沿
線
住
民

が
熱
望
し
て
い
た
深
川
～
留
萌
間

高
規
格
道
路
が
実
現
に
む
け
て
大

き
く
動
き
だ
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
も
の
と
、

こ
の
紙
面
を
通
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

で
す
が
、
高
速
道
路
網
を
お
ぎ
を

う
「
第
二
の
自
動
車
専
用
道
」
と

g

高規格幹線道路

し
て
建
設
省
が
構
想
し
て
い
る
且
　
の
中
間
規
模
、
い
わ
ば
「
準
」
高

の
で
、
設
備
や
速
度
制
限
（
時
速
　
速
道
路
と
い
え
ま
す
。

8
0
キ
ロ
）
　
は
高
速
道
路
と
一
般
国
道

地
域
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
道
路

ー
　
で
は
、
高
規
格
道
路
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
生
活

が
ど
の
よ
う
を
影
響
が
あ
り
ま
す

か
。ま
ず
、
1
日
で
往
復
で
き
る
範

囲
、
つ
ま
り
日
帰
り
圏
の
拡
大
で

す
。
自
動
車
と
い
う
手
軽
を
交
通

手
段
だ
け
を
用
い
て
、
日
帰
り
で国道231号線（旧留萌中学校前）

き
る
地
域
が
増
え
る
こ
と
は
確
実

に
在
り
ま
す
。

ま
た
、
急
病
人
が
発
生
し
た
時

大
都
市
に
あ
る
設
備
の
整
っ
た
病

院
へ
短
時
間
で
送
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
や
、
大
都
市
の
病
院

か
ら
の
医
師
の
派
遣
、
交
流
が
容

易
に
在
る
を
ど
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
が
地
域
の
医
療
の
充
実

に
結
び
つ
き
ま
す
。

他
に
も
、
送
行
費
の
節
減
㌧
事

故
率
の
減
少
・
冬
道
の
安
全
送
行

な
ど
市
民
生
活
に
良
い
影
響
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

－
　
で
は
、
工
業
・
商
業
・
農
水

産
業
・
観
光
な
ど
の
各
種
の
産
業

活
動
に
高
規
格
道
路
が
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
ず
、
工
業
界
で
は
、
時
間
短

縮
に
よ
る
部
品
機
器
類
の
輸
送
、

製
品
の
輸
送
が
遠
距
離
ま
で
可
能

と
な
る
と
高
規
格
道
路
に
沿
っ
て

工
場
立
地
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
農
水
産
業
界
に
お
い
て

も
考
え
ら
れ
る
市
場
圏
拡
大
効
果

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
農
水
産
業
界
で
は
、

輸
送
容
量
の
拡
大
に
よ
り
一
括
大

量
出
荷
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
結

果
産
地
の
形
成
、
流
通
施
設
の
整

備
を
ど
が
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
時
間
距
離
の
短
縮
に
よ

り
、
遠
隔
市
場
出
荷
（
市
場
圏
の

拡
大
）
、
緊
急
出
荷
、
定
時
出
荷

荷
傷
み
の
減
少
、
出
荷
し
た
も
の

が
同
じ
生
産
地
よ
り
鮮
度
の
高
い

も
の
を
市
場
へ
入
れ
る
こ
と
が
で

き
高
く
評
価
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

ま
た
、
出
荷
ル
ー
ト
が
多
様
化

し
、
出
荷
が
確
実
に
な
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
商
業
界
で
は
、
時
間

距
離
の
短
縮
に
よ
り
商
業
活
動
域

が
拡
大
し
て
、
仕
入
れ
・
販
売
先

の
変
化
、
商
圏
の
変
化
な
ど
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
工
業
、
農
水
産
業
等
の

産
業
活
動
の
変
化
に
伴
を
っ
て
地

域
の
産
業
活
動
が
活
発
に
な
る
と

雇
用
機
会
の
増
大
、
人
口
の
流
入

所
得
の
増
加
な
ど
が
生
じ
、
需
要

面
か
ら
商
業
活
動
を
刺
激
す
る
と

同
時
に
、
物
流
面
で
の
合
理
化
が

進
み
そ
の
こ
と
も
商
業
活
動
に
プ

ラ
ス
の
効
果
を
与
え
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
観
光
で
は
、
時
間
短

縮
に
よ
る
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
日
帰

り
観
光
が
可
能
に
在
る
と
と
も
に

近
隣
の
観
光
地
と
の
連
結
ル
ー
ト

が
緊
密
化
さ
れ
、
観
光
客
が
増
加

す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
規
格
道
路
の

建
設
は
、
地
域
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
道
路
で
す
。

道
路
建
設
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点

－
　
こ
れ
か
ら
高
規
格
道
路
早
期

建
設
に
向
け
て
、
な
に
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

ま
ず
、
道
北
（
旭
川
圏
）
　
の
開

か
れ
た
港
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
留
萌
港
の
早
期
完
成
を
目
ぎ

す
こ
と
。

ま
た
、
留
萌
の
工
業
・
農
水
産

業
・
商
業
・
観
光
な
ど
の
振
興
を

進
め
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
上
に
、
大
切
を
こ
と
は

な
ぜ
、
高
規
格
道
路
建
設
が
、
将

釆
の
留
萌
の
街
づ
く
り
の
た
め
に

重
要
な
の
か
、
市
民
が
ひ
と
り
ひ

と
り
考
え
て
い
た
だ
き
、
早
期
建

設
実
現
に
む
け
て
、
今
ま
で
以
上

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
運
動

を
続
け
て
い
か
を
け
れ
ば
を
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
、
高
規
格
道
路
の
早
期
建
設
運

動
に
、
感
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

ぎ


